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海 野 十一 



そうぎょう シャン ハイ 

その 早暁、 まだ 明け やらぬ 上海の 巿街 は、 豆ス— 

ちんでん 

プ のように 黄色く 濁 つ た 濃霧 の 中に 沈澱して いた。 窓 

という 窓の 厚 ぼ つ たい 板戸 をし つ かり 下した 上に、 

,19 A J ま 

隙間 隙間 に はガ— ゼを 詰めて は 置いた の だが、 霧 は ど 



こから ともなく 流れ こんで きて 廊下の 曲り角の 灯 が、 

うる 

夢の ように ボン ャリ 潤み、 部屋のう ちまで、 上海の 濃 

なまぐさ 

霧に 特有な 生臭い 句い が 侵入して いたのであった。 

その 日の 午前 五 時には 本部から 特別の 指令が あると 

はやし だ はし じ さっそく 

いう こと を 同志の 林 田 橋 一 一から うけた ので 僕 は 早速、 

てんじょううら ダイヤル 

天井裏 にもぐ りこみ、 秘密 無線電信 機の 目盛 盤 を 本 

部の 印のと ころに まわした ところ、 果して、 一 つの 指 

令に 接した。 こんどの 指令 は 近頃に ない 大物 だ。 

〔# 次の 段落に は、 天地 左右に ォモ テケィ 囲み〕 

J I ^ ハ直チ 二 海 龍 倶楽部 副 首領 「緑 十八」 ヲ 殺害 



ス べシ。 但シ 犯跡 ヲ 完全 二 抹殺 スべキ モノ トス。 本部 

JM4 指令。 

うち 

この 意味 を、 暗号 電文の 中から 読みと つた ときには、 

常に も 似ず、 脳髄が ひきしめられる ような 気がした。 

緑 十八と いえば、 秘密結社 海 龍 倶楽部の 花形 闘士の 中 

らつわん ひょうかん 

でも、 昨今 中国 第一 の 評 ある 策士。 辣腕と 剽悍との 

ひけん たん 

点に おいて は 近代 これに 比肩す る 者 無しと 喫せられて 

いる ひと。 しかしい つも 覆面して いるので 顔 も 判らず、 

又 平生は、 どんな 生活 をして いる ひとな の だか、 それ 

も 殆んど 判って いない。 一体、 この 海 龍 倶楽部 は、 表 



簡潔に 依頼した。 林 田の 赤かった 顔色が、 見る見るう 

ちに 蒼 醒めて、 話が 終る と、 額の あたりに 滲み出た 油 

しずく ななめ あご 

汗が、 大きな 滴と なって トロ リと頰 を 斜に頤 の あた 

りへ 落ち 下った。 

「井東！」 と 林 田が、 また 懐 しそうに 僕の 名 を 叫んだ。 

しょせん 

「今度 は 所詮、 お 互に 助かる まいな」 

「 …… 」 僕 は 顔 を 静かに あげて 微笑して みせた。 

「う ふ ふ」 林 田 も 笑った。 「君 はいつ も 自信の あるよ 

うな 顔 をして いる じ やない か。 だが、 この 前の F 鉱山 

しょうどう 

事件と いい、 この間の 松 洞 事件と いい、 某 大国 や 警視 

きょうこう 

庁 は、 あの 兇行 を 君が やった こと はよ く 知っている 



かんしょう 

てく る 感傷 を どうす る こと も 出来な いのであろう。 

いき かよ 

だが 僕 は、 呼吸の 通って いる 間 は、 常に 大きな 希望 

せいりゅうとう 

を 持って いるの だ。 敵が 青 龍 刀 を 僕の 頭上に ふり あ 

げたと しても、 僕 は その 刃が 落ちて 来る までの 僅か 

な 時間にまで も 希望 を 継ぐ ことであろう。 運 さえ 悪く 

うかが どう ばら 

なければ、 そのと き 誰かが 窺いよ つて、 その 敵の 胴 腹 

た ま 

に 銃弾 を うちこんで くれる かも 知れない ので あるから 



況んゃ 僕 等に は 敵に 対して、 武器 以上の 武器が ある _ 

サイ エンス 

そいつ は、 科学で ある。 海 龍 倶楽部の 団員 やその 背 

すじ くろまく れん 

後に ある 政府筋 や 某 大国の 黒幕 連な ど は、 政治 手腕 は 



ではなくて、 ti 魂の ない 怪物の ような 感じが した。 そ 

ガラス 

のとき 夫人の 右手が、 のびると 見る 間に、 硝子 窓 越し 

ピ ス卜ル 

に、 短銃が 怪物に 向って うち 放された。 怪物 は 真正面 

がんめん ふんさい 

から 射撃され て、 その 顔面 を 粉砕され たと 思いき や、 

平気な 顔 を つき出して、 

「三十 番街を 左に 曲れ」 

りゅうちよ う 

と 流暢な 中国語 を 発し、 驚く 僕たち を 尻 眼に かけ 

うしろ 

て、 背後の 方へ 下って 行った。 

夫人 は、 短銃 を 壊れた 窓に、 なお も覘ぃ をつ け つづ 

けて いた。 

まっさお 

「なんでしょう、 あの 怪物 は？」 夫人が 蒼白な 顔 を あ 



身 を 起した。 夫人 は 短銃 を 握り 直した が、 僕 はなに も 

持って いなかった。 武器 を 持つ の は、 いよいよ 最後の 

けいそつ 

ときに 限る。 g 率に 武器 をと リ 出す こと は、 できる だ 

びんしょう 

け 避けたい。 ことに 先程から、 劉 夫人の 敏捷なる 行 

動に、 ひそかに 不審 をいだ いていた 僕 は、 ことさら 自 

分の 武器 を 秘密の 隠し場所から とり 出す ところ を 夫人 

に 見られたくなかった。 自動車の 速力が すこし 落ちる 

と、 兇漢の 一人が とびのって、 運転台の 窓 を ひらいて、 

こっちへ 顔 を 向けた。 それ は、 案に相違して、 林 田で 

も、 又 他の 同志で もな く、 全く 知らない 中国人の 顔 だ つ 

た。 



「夫人に お願いが あります。 重傷者が できました から、 

この 車 を 鳥渡 i; 借したい」 と 中国人 は 丁寧に、 だが 圧 

しっける ような 口の 利き 方 をした。 

「失礼な！ お断りし ます」 夫人 は 負けて はいな かつ 

た。 

「どうかお 許し 下さい、 劉 夫人、 病人 は 唯今 手当 をし 

ません と、 手遅れになります から」 

劉 夫人と 名 を さされて、 夫人の 態度が ちょっと か 

わった。 

「お前 はだれ だい。 病人 は 何処の 人 だい」 夫人が、 俄 

でん 1 つ 

かに 伝法な 言葉 を 吐いた。 



ほうた い 

僕が 下りる と、 顔 中に 繃帯 をした 男が、 自動車の 中 

に 担ぎ こまれた。 四十 を いくつか 過ぎた と 思われる 長 

身の 西洋人だった。 

「今 は 何時になる か？」 

その 声音 は、 重症の 病人と は 思われない ほど 元気に 

響いた。 

「五 時 三十 五分です、 閣下」 

しゅくぜん 

さっきの 中国人が 粛然 として 答えた。 

「時間 を 間違えるな。 すべてい つもの 通りに やってく 

れ るんだ ぞ」 

かしこま 

r 畏 りました」 



こわね 

閣下と 呼ばれた その 重症者の 声音 は、 たしかに 聞き 

覚えの ある ものであった。 が、 それが 誰 だか、 直ぐに 

は 考え出せそう もない。 自動車 は 夫人と、 その 閣下と 

呼ばれる 男と、 家令の ような 中国人と をのせ て、 静か 

に 動き 出した。 僕 は 三十 一番 街の 方に 龃け 出した。 同 

志に 会って 俄かに 計画の 大変 更を 決行しょう というの 

である。 それで 元来た 道の 方へ と 引き かえした。 一丁 

ほど 走る と、 力— ンと靴 先に 音が あって 何 か 金属製の 

扁 つたい もの を 蹴とば した。 探して みると、 それ は 銀 

製の シガレット. ケ— スに すぎなかった。 そのような 

もの を検 ベて 居る 余裕 はない から、 捨てて しまおうと 



は 思った が、 事件の あった 附近で 発見した もの だから、 

何 か手懸 りになる ような ものが 見当る かもしれ ない と 

思った ので、 ポケットから シガレット. ライタ ー を 出 

して、 その 光の 下に 改めてみ た。 

「L . M ！」 

かせん かしらもじ いちぐう 

果然、 頭文字ら しい L . M の 二字が、 ケ ー スの 一隅 

きざ 

に 刻まれて いるの を 発見した。 L • M と は 誰であろう。 

なお 

尚もケ ー スを ひっくりかえして みるう ちに、 遂に 某大 

う ぼリ 

国の 製品 を 示す 浮き 彫が 眼に つ いた。 

「X 国大 使 ルディ • シュ ー ラ— 氏」 

シュ ー ラ ー 大 K ならば 一 一三せ K 会った ことがある。 あ 



の 温厚な 元気な 大使に 会って 好きに ならぬ もの は ある 

こと ろうろう びおん がら 

まい。 殊に、 あの 朗々 たる 美音で、 柄に もな く シュ— 

ベルトの 子守歌 を 一 とくさり 歌って きかせた ときな ど 

まんじよ うだ いか つ さい 

は、 満場 大 喝采であった。 だが、 その 温厚な 大使 も、 

僕に とって は、 敵国 人に 違いはなかった。 その 大使と、 

劉 夫人と は、 今日の 有様で は 大変 親密な 間柄ら しいが、 

一体 どうしたと いうので あろう。 大使 は あの まま 劉 夫 

人の 邸宅へ 向った のであろう か。 それとも、 大使館へ 

逃げ かえった のであろう か。 僕 は、 まっしぐらに 三十 

一 番 街へ 龃け 出した。 

「おお、 井東 君。 いよいよ X 国と 中国と が 露骨な 同盟 



を 結ぶ ことになる らしい ぞ。 その 盟約の 調印 を 長び か 

せろ との 指令が 来た。 いま 鳥渡 X 国大 使の 車 を 三十 一 

番 街に 追い こんだ のさ。 同志の 仕掛けた 爆弾 を 喰って 

あの さわぎ だ」 

「人造人間 は、 よく 働く かい」 

「思った より 工合が いいな ァ、 あの 爆発 さわぎの 中で 

誰も 怪我 を せんかつ たからな ァ。 充分 人造人間 を 活躍 

させて みせて 奴等の 恐怖心 を 養って 置いた。 劉 夫人 も 

驚いて たろう」 

「劉 夫人と 言えば、 オイ 林 田、 計画 は 全部、 建て直し 

だよ。 チャンス は、 今 だ。 正確に 言う と、 このところ 



十五 分 間 だ。 この間に、 うまく 頑張って 呉れるなら、 

みょうちょう 

あと は 僕たちの 勝利 だ。 下手に 行けば、 明朝と いわ 

い き 

ず、 今夜のう ちに 僕たちの 呼吸の 根 は 止って しまう こ 

とだろう。 おい 林 田、 もっと 近くに よれ！」 

僕 は 劉 夫人 や X 国大 使に 関する 指令 を 発して、 林 田 

の 援助 を 乞うた。 

「よお し、 そうこな くち やなら な いんだった。 恐ろし 

いこと だが、 僕たちが 肉弾 を以 つてぶ つかる 目標が 

きま 

定っ ただけ、 心残りが しなくて いい。 では 同志、 お 互 

の 好運 を 祈ろう よ」 

僕たち は 握手 をして わかれた。 氷の ように 冷い 同志 



みす 力 す 力 

首領が 自らの 覆面 をと つて、 夫人の 死体に 鎚 りつ 

いた。 それ は 兼ねて 想像して いたと おり X 国大 使ル 

ディ. シュ ー ラ— 氏であった。 劉 夫人の 身体 は、 まだ 

温かかった。 首領が 改めて 僕の 姿 を 探し 求めた ときに 

は、 僕 は 同志 林 田と 共に、 上海 の 上空 を 飛ぶ 飛行艇の 

内に あった。 
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